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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/23 現在 

父島 

99.0/100 

母島  

81.3/100 

2 月気象状況    （父島） 

最高気温   21.6℃ 

最低気温   15.6℃ 

平均気温   18.8℃ 

平均湿度   67％ 

月降水量   28.0mm 

住民基本台帳登録者数（3/1） 

             2,631 人 

             父島      母島               

  人口      2,173 人   458 人 

  世帯      1,214    277 

                                               

    
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
、
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

①
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
の
？
 

 
過
剰
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
、「

マ
ス
ク
」
や

「
手
洗
い
」
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
通
常
の
感

染
症
対
策
が
重
要
で
す
。（

下
図
参
照
）
 

 
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
）
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「

換
気
の
悪
い

密
閉
空
間
」「

多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
」「

間
近
で

会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
」
の
３
つ
が
重
る
場

所
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

②
相
談
・
受
診
前
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
学

校
や
会
社
を
休
み
外
出
を
控
え
る
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
診
ら
れ
た
ら
、
毎
日
・
体

温
を
計
測
し
て
記
録
し
て
お
く
。
 

③
次
の
症
状
の
方
は
、
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

受
診
相
談
窓
口
（
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２

―
２
９
５
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

Ⅰ
 
風
邪
の
症
状
や
３
７
．
５
度
以
上
の
発
熱
が
４

日
以
上
続
く
場
合
（
解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
も
同
様
で
す
。）

 

Ⅱ
 
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し
さ
（
呼
吸

困
難
）
が
あ
る
場
合
  

※
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
）
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や

透
析
を
受
け
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤

な
ど
を
用
い
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
状
態
が
２
日

程
度
続
く
場
合
 

※
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
す
。
そ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
、
都
・
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
合

同
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
３
―
５
３
２
０
―
４
５

９
２
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

                         診
療
所
か
ら
の
お
願
い
・
お
知
ら
せ
 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ご
心
配
が
あ
る
方

は
前
述
の
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

②
発
熱
や
咳
な
ど
の
風
邪
症
状
が
あ
っ
て
受
診
ご
希

望
の
方
は
、
来
院
前
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
に
つ
い
て
 

・
医
師
の
診
察
お
よ
び
保
健
所
と
の
相
談
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
可
能
性
が
あ
り
検

査
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
内
地

へ
航
空
機
搬
送
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

・
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

肺
炎
が
確
認
さ
れ
た
り
、
体
へ
の
酸
素
の
取
り
込
み

が
悪
い
、
等
の
場
合
に
検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

・
希
望
に
よ
る
検
査
は
行
え
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

    

小
笠
原
村
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
３
月

下
旬
に
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宝
く
じ
助

成
事
業
に
よ
る
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
明
示
し

た
看
板
」
を
村
役
場
及
び
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
ご
自
宅
や
事
業
所
等
に
土
砂

災
害
の
危
険
が
あ
る
か
を
確
認
の
上
、
避
難
行
動
を

考
え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
小
笠
原
村
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
 

              ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
 

に
つ
い
て

 

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布

及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
明
示

し
た
看
板
の
設
置
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   【
令
和
元
年
度
実
施
結
果
】
 

○
面
的
調
査
・
滑
走
路
掘
削
立
会
 

 
令
和
元
年
６
月
２
日
～

12月

17日
に
か
け
て

15日
間
程
度
の
派
遣
を

15回
実
施
 

 〇
収
容
派
遣
 

        

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨

11柱
は
、
第

４
回
収
容
派
遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
２
月

14日
に
執
り
行
わ
れ
た
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引

渡
式
（
会
場
：
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）」

に
お
い

て
、
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
村
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
へ
最
大

限
の
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
よ
り
実
り
多

き
も
の
に
な
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
日
本
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
（
※
）
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
に
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。
 

 ※
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
と
は
・
・
・
 

 
平
成

28年

11月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
督

の
下
、
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
先
の
大
戦
で

の
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及

び
収
骨
収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  

                                       

  【
実
施
日
程
】
４
月

15日
（
水
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
４
月

24日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ

40分
以
内
）
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
４
月

24日
（
金
）
午
後
５
時
～
７
時
 

《
場
所
》
村
役
場
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
４
月

23日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
場
所
》
母
島
支
所
 

【
予
約
受
付
時
間
】
 

午
前
９
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）
 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

    

 厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
（
失
業
）

さ
れ
る
と
、
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
い
、
月
額
１
６
，
５
４
０
円
（
令
和
２
年
度
の
金

額
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方

に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

特
例
免
除
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
は
退
職
（
失
業
）
し
た
月
（
月
末
退
職
の
場
合
は

翌
月
）
か
ら
、
退
職
（
失
業
）
し
た
年
の
翌
々
年
の

６
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 
 
 

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で

は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
、
村
役
場
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

令
和
元
年
度
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収

集
帰
還
事
業
」
報
告

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

 
硫黄島（天山）における現地追悼式 千鳥ヶ淵戦没者墓苑における戦没者遺骨引渡式 村重機班が発見したトーチカでのご遺骨の収集 

（第4回収容派遣） 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

～
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～
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東
京
都
内
に
ご
住
所
が
あ
る
方
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に

か
か
る
手
続
き
は
、
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母
島
支

所
窓
口
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
持
っ
た
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
初
め
て
の
旅
券
申
請
の
際
に
は
①
戸
籍
謄

（
抄
）
本
、
②
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
免
許
証

等
）、

③
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
の
３
点
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
 

※
本
籍
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
方
の
戸
籍
謄
（
抄
）

本
は
小
笠
原
村
役
場
、
母
島
支
所
で
は
発
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

     ◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
◇
 

 
小
笠
原
村
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
は
、

令
和
２
年

10月
以
降
、
民
間
事
業
者
の
光
接
続
サ

ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
支
払
方
法
は
、
月
払
い
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

現
在
、
年
払
い
で
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
は
、

令
和
２
年
４
月
分
よ
り
、
月
払
い
へ
と
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
請
は
不
要
で
す
。
 

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
◆
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
方
法
に
は
、
次
の

と
お
り
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

◎
支
払
方
法
 

 
・
月
払
い
 

 
・
年
払
い
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）
 

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
次
の

利
用
料
か
ら
減
額
し
た
額
に
な
り
ま
す
。
 

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
い
方
法
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課
窓
口
、
母
島
支
所
窓
口

に
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(現
在
、
年
払
い
で

お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
申
し
出
が
な
い
場

合
、
引
き
続
き
継
続
し
て
年
払
い
と
な
り
ま
す
) 

◎
手
続
き
期
間
 

４
月
１
日
（
水
）
～

15日
（
水
）
 

■
支
払
利
用
料
■
 

             ●
問
合
せ
先
 総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
 ２

―
３
１
１
１
 

  

東
港
ト
イ
レ
の
利
用
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
先

月
よ
り
利
用
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
調
査
は

10月
末
ま
で
実
施
し
ま
す
。
 

ト
イ
レ
を
利
用
さ
れ
た
方
は
、
ト
イ
レ
内
の
掲
示

の
と
お
り
調
査
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

        ●
問
合
せ
先
 
 
母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

総
務
課
企
画
政
策
室
所
管
事
務
の
一
部
を
、
総
務

課
総
務
係
に
移
管
し
ま
し
た
。
 

 《
総
務
係
へ
移
管
し
た
事
務
》
 

・
航
路
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
に
関
す

る
こ
と
。
 

 環
境
行
政
の
充
実
を
図
る
た
め
、
建
設
水
道
課
が

所
管
し
て
い
た
生
活
環
境
に
関
す
る
事
務
を
、
環
境

課
に
移
管
し
ま
し
た
。
 

環
境
課
で
取
り
扱
う
事
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 《
自
然
環
境
係
》
 

・
自
然
保
護
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
そ
の
他
、
自
然
環
境
に
関
す
る
こ
と
。
 

《
生
活
環
境
係
》
 

・
資
源
循
環
及
び
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
シ
ロ
ア
リ
に
関
す
る
こ
と
。
 

・
そ
の
他
、
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と
。
 

＊
環
境
課
の
執
務
室
は
、
第
２
庁
舎
２
階
に
移
転
し

ま
し
た
。
直
通
電
話
番
号
は
、
２
―
２
２
７
０
で

す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

         

                                       

小
笠
原
村
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ

ー
ビ
ス
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の

支
払
方
法
に
つ
い
て

 

小
笠
原
村
職
員
募
集

 
村
役
場
組
織
変
更
に
つ
い
て
 

（
４
月
１
日
か
ら
）

 

パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
方
へ
の
 

お
願
い

 

東
港
ト
イ
レ
利
用
調
査
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  【
特
別
職
退
任
（
３
月

31日
付
）】

 

教
育
委
員
会
教
育
長
 
松
本
 
隆
 

【
特
別
職
就
任
（
４
月
１
日
付
）】

 

教
育
委
員
会
教
育
長
 
桐
川
 
勲
 

４
月
１
日
付
《
 
》
内
は
旧
所
属
 

【
課
長
級
】
 

環
境
課
長
（
昇
任
）
 

 
 
嶋
 
太
郎
《
環
境
課
課
長
補
佐
環
境
係
長
》
 

母
島
支
所
長
（
昇
任
）
 

 
 
鶴
田
 
典
之
 

《
母
島
支
所
課
長
補
佐
（
庶
務
担
当
）》

 

【
課
長
補
佐
級
】
 

 
総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長
 

大
田
 
泰
史
 

《
財
政
課
課
長
補
佐
（
用
地
担
当
）》

 

 
総
務
課
課
長
補
佐
（
連
絡
調
整
担
当
）
 

 
 
山
下
 
正
裕
 

《
教
育
課
課
長
補
佐
（
教
育
行
政
担
当
》
 

 
総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐
 

 
 
浅
賀
 
享
平
《
村
民
課
課
長
補
佐
住
民
係
長
》
 

 
財
政
課
課
長
補
佐
（
財
政
担
当
）
 

 
 
亀
山
 
孝
《
総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長
》
 

 
財
政
課
課
長
補
佐
（
税
務
担
当
）
 

 
 
田
久
保
 
洋
《
村
民
課
課
長
補
佐
 

（
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
担
当
）》

 

 
村
民
課
課
長
補
佐
住
民
係
長
 

 
 
石
原
 
洋
介
 

《
総
務
課
課
長
補
佐
（
連
絡
調
整
担
当
）》

 

 
村
民
課
課
長
補
佐
（
課
務
担
当
）（
昇
任
）
 

 
 
守
山
 
典
子
《
村
民
課
住
民
係
主
査
》
 

 
教
育
課
課
長
補
佐
（
教
育
行
政
担
当
）
 

 
 
川
上
 
勲
 

《
財
政
課
課
長
補
佐
（
財
政
担
当
）》

 

環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長
 

 
 
上
部
 
修
一
《
建
設
水
道
課
課
長
補
佐
》
 

【
係
長
級
】
 

 
財
政
課
財
政
係
主
査
（
昇
任
）
 

 
 
上
野
 
誠
太
《
総
務
課
企
画
政
策
室
主
任
》
 

 
医
療
課
診
療
所
係
主
査
 

 
 
工
藤
 
弘
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》
 

 
医
療
課
診
療
所
係
主
査
（
小
笠
原
村
診
療
所
）

（
昇
任
）
 

 
 
木
村
 
幸
子
 

《
医
療
課
診
療
所
係
（
小
笠
原
村
診
療
所
）》

 

環
境
課
自
然
環
境
係
長
 

安
藤
 
武
史
 

《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》
 

 
環
境
課
生
活
環
境
係
主
査
 

 
 
森
本
 
誠
一
《
建
設
水
道
課
主
査
》
 

【
主
任
級
】
 

 
財
政
課
税
務
係
主
任
（
昇
任
）
 

 
 
杉
山
 
朋
美
《
財
政
課
税
務
係
》
 

医
療
課
診
療
所
係
技
能
主
任
（
昇
任
）
 

 
 
矢
口
 
千
秋
《
医
療
課
診
療
所
係
》
 

 
 
今
関
 
麻
理
《
医
療
課
診
療
所
係
》
 

 
 
種
田
 
麻
美
《
医
療
課
診
療
所
係
》
 

環
境
課
自
然
環
境
係
主
任
（
昇
任
）
 

 
 
井
上
 
直
美
《
環
境
課
環
境
係
》
 

会
計
室
主
任
 

 
 
小
林
 
修
一
《
財
政
課
税
務
係
主
任
》
 

【
主
事
級
】
 

 
村
民
課
福
祉
係
 

 
 
山
口
 
貴
大
《
医
療
課
診
療
所
係
》
 

環
境
課
生
活
環
境
係
 

 
 
加
藤
 
新
平
《
建
設
水
道
課
》
 

【
新
規
採
用
・
係
長
級
】
 

 
村
民
課
福
祉
係
主
任
保
育
士
（
母
島
保
育
園
）
 

中
山
 
美
樹
 
（
保
育
士
）
 

【
新
規
採
用
・
主
任
級
】
 

 
医
療
課
付
（
小
笠
原
村
診
療
所
）
 
 

伊
藤
 
郁
美
（
看
護
師
）
 
 

髙
石
 
智
子
（
栄
養
士
）
 

【
新
規
採
用
・
主
事
級
】
 

 
総
務
課
付
 
友
村
 
真
麗
 
 

 
村
民
課
福
祉
係
（
母
島
保
育
園
）
 

（
任
期
延
長
 
令
和
２
年
７
月

31日
）
 

 
赤
木
 
千
花
（
保
育
士
）
 

 
産
業
観
光
課
付
 
小
林
 
碧
 

環
境
課
付
 
尾
山
 
匠
 

 
医
療
課
付
（
太
陽
の
郷
）（

４
月

10日
付
）
 

髙
瀨
 
由
美
（
介
護
福
祉
士
）
 

【
再
任
用
】
 

総
務
課
課
長
補
佐
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
（
更
新
）
 

 
 
鈴
木
 
敏
之
 

《
総
務
課
課
長
補
佐
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
》
 

総
務
課
課
長
補
佐
（
課
務
担
当
）（

更
新
）
 

セ
ー
ボ
レ
ー
 
孝
 

《
総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐
》
 

【
退
職
（
３
月

31日
付
）】

 

 
環
境
課
長
 
岡
島
 
一
徳
（
環
境
省
帰
任
）
 

医
療
課
診
療
所
係
（
小
笠
原
村
診
療
所
）
 

 
高
根
 
啓
輔
（
医
師
）
 

 
中
村
 
亜
紀
（
看
護
師
）
 

 
守
本
 
め
ぐ
み
（
栄
養
士
）
 

村
民
課
福
祉
係
（
母
島
保
育
園
）
 

 
冨
田
 
真
理
子
（
保
育
士
）
 

【
定
年
退
職
（
３
月

31日
）】

 

村
民
課
福
祉
係
主
査
 

 
金
児
 
千
鶴
 
（
介
護
支
援
専
門
員
）
 

【
再
任
用
終
了
】
 

母
島
支
所
長
 
湯
村
 
義
夫
 
 

母
島
支
所
主
査
（
施
設
担
当
）
 
大
塚
 
泰
永
 

【
派
遣
】
 

医
療
課
診
療
所
係
（
小
笠
原
村
診
療
所
）
 

 
伊
藤
 
憲
治
（
医
師
）
 

 
本
東
 
達
也
（
医
師
）
 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）
 

 
猪
野
 
裕
之
（
医
師
）
 

【
派
遣
終
了
（
３
月

31日
付
）】

 

医
療
課
診
療
所
係
（
小
笠
原
村
診
療
所
）
 

 
阿
部
 
一
貴
（
医
師
）
 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）
 

 
松
平
 
慶
（
医
師
）
 

  

   

「
申
告
所
得
税
」「
贈
与
税
」
お
よ
び
「
個
人
事

業
者
の
消
費
税
」
の
申
告
期
限
・
納
付
期
限
が
、
４

月

16日
（
木
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
、
芝
税
務
署
、
も
し
く
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
芝
税
務
署
 

 
 
 
 
 
 ０

３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１
 

 
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
個
別
の
届
出
や
申
告
の
相
談
、
届
出
済
・
申
告

済
み
の
内
容
の
確
認
、
予
定
納
税
額
な
ど
の
納
付
状

況
、
振
替
納
税
な
ど
の
申
し
込
み
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
押
し
、
電

話
交
換
手
に
「
個
人
課
税
１
部
門
」
に
つ
な
ぐ
よ
う

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
 

財
政
課
税
務
係
  

 ２
―
３
１
１
２
 

    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
猶
予
が
受
け
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
基
づ
き
調
査
を
行

い
、
許
可
又
は
不
許
可
を
決
定
し
ま
す
。
 

税
目
に
よ
り
要
件
や
手
続
き
方
法
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
問
合
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 

○
村
税
に
関
す
る
こ
と
 

財
政
課
税
務
係
  

 ２
―
３
１
１
２
 

○
都
税
に
関
す
る
こ
と
 

 
小
笠
原
支
庁
 
総
務
課
行
政
担
当
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

―
３
２
３
０
 

○
国
税
に
関
す
る
こ
と
 

 
芝
税
務
署
 
徴
収
担
当
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１
 

※
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
 

小
笠
原
村
人
事
異
動

 
国
税
の
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
に
つ

い
て

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
対
す
る
税
の
猶
予
制
度
に
つ
い

て
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固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の

閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】
 

《
期
間
》
通
年
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）
 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
 

 
 
 
（
正
午
～
午
後
１
時

30分
を
除
く
）
 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】
 

《
期
間
》
４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
１
日
（
月
）
 

 
 
 
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）
 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
 

 
 
 
（
正
午
～
午
後
１
時

30分
を
除
く
）
 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】
 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係
 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

   
現
在
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
東
京
信
連
（
小
笠
原
島
代
理

店
）
で
次
の
公
共
料
金
の
口
座
自
動
引
落
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

 
小
笠
原
村
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
東
京
信
連
と
契
約
し
て

い
る
口
座
自
動
引
落
を
「
令
和
３
年
３
月

31日
」

の
引
落
し
を
最
後
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。
 

 
小
笠
原
村
で
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
東
京
信
連
以
外
に

「
七
島
信
用
組
合
」「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
に
て
口
座

自
動
引
落
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
申
込
み
手
続
き
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

【
口
座
自
動
引
落
対
象
の
小
笠
原
村
公
共
料
金
】
 

①
 
村
都
民
税
 

②
 
固
定
資
産
税
 

③
 
軽
自
動
車
税
 

④
 
介
護
保
険
料
 

⑤
 
上
下
水
道
料
金
 

⑥
 
村
営
住
宅
使
用
料
 

⑦
 
国
民
健
康
保
険
税
 

 
 

⑧
 
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

 
 

⑨
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料
 

 
 

⑩
 
テ
レ
ビ
放
送
受
信
装
置
使
用
料
 

 
 

※
「
七
島
信
用
組
合
」「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
に
口
座

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
新
規
口
座
開
設
が
必
要
で

す
。
 

※
「
七
島
信
用
組
合
」「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
に
口
座

自
動
引
落
の
申
し
込
み
を
し
な
い
場
合
は
、
令
和
３

年
度
よ
り
「
納
付
書
」
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
会
計
室
 
 
 
 
２
―
３
１
８
０
 

        【
日
時
】
 

４
月

21日
（
火
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

   
小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
根
絶
を
確

認
し
た
昭
和

60年
以
降
、

30年
余
り
再
侵
入
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
々
あ
り

ま
す
。
 

緊
急
防
除
の
事
例
と
し
て
は
、
平
成

27年
に
、

鹿
児
島
県
奄
美
大
島
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
再
侵
入

し
、
寄
主
果
実
の
防
除
区
域
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁

止
さ
れ
、
約
１
，
８
０
０
ト
ン
の
果
実
が
廃
棄
処
分

さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

現
在
で
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生
地
域
（
東
南

ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り
再
侵
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
及

び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入
警
戒
調
査

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。
 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】
 

 
植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
小
笠
原
諸
島
で
無
断

で
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
】
 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ

モ
等
多
数
の
植
物
が
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に
小

笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉
 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
 

《
植
物
》
あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、
空
心
菜
、
ぐ

ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部
 

〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉
 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務

課
（
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
）
 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》
二
見
港
船
客
待
合
所
（
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
）
 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

   

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
提
出
書
類
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。）

 

【
採
用
職
種
】
海
技
 

【
職
務
内
容
】
漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
甲
板

業
務
、
司
厨
業
務
、
調
査
業
務
等
 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
セ
ン
タ
ー
 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名
程
度
 

【
受
験
資
格
】
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
、

18歳

以
上

40歳
未
満
で
、
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る

者
、
又
は
当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
 

【
採
用
予
定
日
】
令
和
２
年
７
月
１
日
 

【
申
込
期
限
】
４
月

27日
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
支
庁
総
務
課
 ２

―
２
１
２
１
 

東
京
都
職
員
（
海
技
）
の
募
集
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
 

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
御
協
力
依
頼
 

口
座
自
動
引
落
の
ご
案
内
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東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（
電
話
相
談
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日
 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。
 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時
 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。
 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

                       

            ●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先
 

東
京
都
生
活
文
化
局
 
都
民
の
声
課
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５
 

   
改
正
健
康
増
進
法
と
、
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
全
面
施
行
に
よ
り
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
の
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、
事
務
所
な
ど
す
べ
て
の
施
設

に
お
い
て
、
原
則
屋
内
禁
煙
で
す
。
基
準
を
満
た
し

た
施
設
（
喫
煙
室
）
で
の
み
、
喫
煙
が
可
能
で
す

が
、
喫
煙
室
に
は
二
十
歳
未
満
の
方
は
入
室
で
き
ま

せ
ん
。
 

島
民
の
皆
様
も
本
制
度
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
所
に
お

い
て
も
た
ば
こ
を
吸
う
と
き
は
周
囲
の
方
に
受
動
喫

煙
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
庶
務

担
当
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
―
２
９
５
１
 

    
「
子
供
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確

保
」、「

高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行
」、「
自

動
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」
及
び
「
二
輪
車
の
交
通

事
故
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
行
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
飲
酒
運
転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
取
締
り
等

も
強
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

【
期
間
】
４
月
６
日
（
月
）
～

15日
（
水
）
 

〇
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

【
日
時
】
４
月

12日
（
日
）
午
前

10時
～
正
午
 

 
 
 
（
雨
天
中
止
）
 

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園
 

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等
 

 
 
 
（
写
真
撮
影
で
き
ま
す
。）

 

〇
母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催
 

【
日
時
】
４
月

10日
（
金
）
午
後
６
時

30分
～
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
館
 

【
内
容
】
交
通
安
全
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

（
母
島
交
通
安
全
講
習
会
に
つ
い
て
）
 

 
 
 
 
 
 
母
島
駐
在
所
 
 
 
３
―
２
１
１
０
 

   
令
和
２
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
 

 
交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
団
員
自
ら
が
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
社

会
人
を
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト

カ
ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
 

１
 
申
込
資
格
 
 

小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
～
６
年
生
 

（
入
団
に
あ
た
り
面
談
が
あ
り
ま
す
。）

 

２
 
申
込
期
間
 

４
月
１
日
（
水
）
～

30日
（
木
）
 

午
後
５
時
ま
で
 

３
 
申
込
場
所
 
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
  

小
笠
原
警
察
署
交
通
係
 

 ２
―
２
１
１
０
 

                                       

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
 

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
 

令
和
２
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集
に
つ
い
て
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受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
は
、
高
校
や

大
学
受
験
な
ど
の
受
験
料
、
受
験
に
係
る
交
通
費
・

宿
泊
費
、
学
習
塾
受
講
料
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
貸

付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の

子
供
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
貸
付
金

は
貸
付
対
象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

【
貸
付
金
の
内
容
（
金
額
は
上
限
額
）】

 

《
受
験
料
貸
付
金
》
 

○
中
学
３
年
生
 
２
７
，
４
０
０
円
 

○
高
校
３
年
生
 
８
０
，
０
０
０
円
 

《
交
通
費
な
ど
貸
付
金
》
 

○
往
復
交
通
費
 
８
４
，
０
０
０
円
 

○
宿
泊
費
 
 
 
３
０
，
０
０
０
円
 

（
原
則
上
限
３
泊
）
 

《
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金
》
 
２
０
０
，
０
０
０
円
 

【
貸
付
要
件
】
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
 

○
世
帯
の
生
計
中
心
者
（

20歳
以
上
）
で
あ
る
こ

と
 

○
世
帯
の
総
収
入
又
は
合
計
所
得
金
額
が
一
定
の
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
 

（
扶
養
人
数
２
人
の
場
合
、
総
収
入
額
が
２
，
７
１

７
，
０
０
０
円
以
下
）
 

○
預
貯
金
な
ど
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で
６
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
 

○
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
（
現
在
居

住
し
て
い
る
場
所
は
除
く
）
 

○
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と
 

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
 

○
暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
で
な
い
こ
と
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
：
４
月

16日
（
木
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
 
大
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
：
４
月

21日
（
火
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

 
 
母
島
支
所
 
 
  

３
―
２
１
１
１
 

  

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

日
時
：
４
月

27日
（
月
）
 

午
前
９
時

30分
～

10時
30分

 

（
全
て
親
子
ヨ
ガ
）
 

対
象
：
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

午
前

10時

45分
～

11時

45分
 

（
前
半
親
子
ヨ
ガ
・
後
半
親
ヨ
ガ
）
 

対
象
：
お
座
り
が
出
来
る
お
子
様
と
保
護
者
 

集
合
場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装
 

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
）
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
   村

民
課
福
祉
係
  

２
―
３
９
３
９
 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
に
よ
り
、
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
福
祉
係
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
 

    
３
月
の
村
民
だ
よ
り
で
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
供
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
の
お
知
ら
せ
を
し

ま
し
た
が
、
３
月
の
初
め
に
供
給
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
通
常
通
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
ま

す
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

 
 
母
島
支
所
 
 
  

３
―
２
１
１
１
 

    

日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
保
育
園
年

長
）・
二
種
混
合
（
小
学
校
６
年
生
相
当
）
の
対
象

者
へ
は
、
日
程
の
詳
細
と
問
診
票
を
後
日
個
別
通
知

い
た
し
ま
す
。
 

                   ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

 
 
母
島
支
所
 
 
  

３
―
２
１
１
１
 

       

夜
間
休
日
等
、
診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪

我
、
歯
痛
な
ど
は
１
１
９
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
科
の
 

当
番
医
師
が
診
察
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
診
療
所
職
員
へ
直
接
の
ご
連
絡
は
お
や
め

く
だ
さ
い
。
 

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

   【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
４
月

20日
（
月
）
～

21日
（
火
）
 

午
前
・
午
後
 

 
 
 
 
４
月

23日
（
木
）
～

24日
（
金
）
 

午
前
・
午
後
 

※
４
月

22日
（
水
）
は
休
診
で
す
。
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
４
月

17日
（
金
）
午
前
・
午
後
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

※
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
午

後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

    

令
和
２
年
度
 
 

定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表
 

育
児
学
級
（
親
子
ヨ
ガ
教
室
）
父
島

 

東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
 

貸
付
事
業
 

小
笠
原
村
診
療
所
・
母
島
診
療
所
か
ら

の
お
願
い

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
供
給
再
開
に
関
す
る

お
知
ら
せ

 
乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
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  【
父
島
】《

場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
５
月
１
日
（
金
）
～
２
日
（
土
）
 

 
 
 
 
５
月
４
日
（
月
）
～
５
日
（
火
）
 

※
５
月
３
日
（
日
）
は
休
診
と
な
り
ま
す
。
 

【
母
島
】《

場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
５
月
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）
 

【
受
付
時
間
】《

午
前
》
８
時

30分
～

11時
 

《
午
後
》
１
時

30分
～
３
時

30分
 

※
新
規
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
は
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
バ
イ
ク
・
車
で
の
ご
来
院
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

   
日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。
 

（
試
験
日
）
６
月

14日
（
日
）
 

（
申
し
込
み
期
間
）
４
月
６
日
（
月
）
 

～
５
月

13日
（
水
）
ま
で
 

（
受
験
料
）（

３
級
）
２
，
８
５
０
円
 

 
       （

２
級
）
４
，
７
２
０
円
 

（
試
験
会
場
）
父
島
：
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室
 

 
 
 
 
 
 
母
島
：
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

 
尚
、
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
小
笠
原
村
商
工
会
 
 
 
２
―
２
６
６
６
 

  

４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
．
 

                         ◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ

い
て
 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝

台
分
が
片
道

25％
割
引
に
な
る
「
村
民
割
引
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書

類
（
有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。
 

１
．
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
（
カ
ー
ド
式
ま

た
は
一
回
式
）
 

２
．
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証
 

３
．
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
が

さ
わ
ら
丸
の
み
）
 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（
有
料

の
幼
児
含
む
）
の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際
は

居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
運
（
株
）
父
島
営
業
所
 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）
父
島
代
理
店
 

２
―
２
１
１
１
 

  

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
０
を
開
講
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】

60歳
以
上
の
村
民
の
方
 

【
日
程
】
火
・
木
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）
 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
・
上
履
き
（
父
島
の
み
）
 

◎
父
島
 

【
時
間
】
午
前
９
時

30分
～

11時
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
予

定
）
 

【
内
容
】
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い

方
や
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で

す
。
 

【
申
込
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
 

◎
母
島
 

【
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

【
内
容
】
 

《
火
曜
日
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
心
に
ス
ト
レ
ッ
チ
等

楽
し
い
体
操
を
し
ま
す
。
 

《
木
曜
日
》
椅
子
に
座
っ
て
楽
し
く
で
き
る
体
操
を

中
心
に
、
転
倒
を
予
防
し
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

【
申
込
】
母
島
支
所
窓
口
又
は
母
島
明
老
会
 

●
問
合
せ
先
 
     父

島
明
老
会
２
―
３
９
１
１
 

母
島
明
老
会
３
―
７
３
７
３
 

    

『
こ
こ
に
あ
る
、
物
の
す
べ
て
は
資
源
で
す
』
 

小
笠
原
諸
島
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
有

用
な
資
源
、
農
産
物
、
海
産
物
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て

い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
ド
リ
ア
ー
ド
２
０
２
０
 ｉ
ｎ
 Ｏ

ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ａ
で
は
、
可
能
性
あ
る
資
源
を
、

飲
食
や
体
験
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
 
 

小
笠
原
の
未
来
の
豊
か
さ
、
生
活
の
安
定
、
環
境

保
全
等
、
参
加
者
全
員
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
日
時
】
４
月

25日
(土
)午

後
１
時
～
９
時
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
 お
祭
り
広
場
 

【
主
催
】
ラ
イ
ブ
ド
リ
ア
ー
ド
２
０
２
０
 ｉ
ｎ
  

Ｏ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ａ
 
実
行
委
員
会
 

【
共
催
】
小
笠
原
生
態
系
保
全
に
基
づ
く
開
発
委
員

会
(OEDC)、

株
式
会
社
と
き
わ
、
一
般
社
団
法
人
創

造
再
生
研
究
所
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
 

【
後
援
】
小
笠
原
村
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 小

笠
原
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
 

２
―
２
５
２
３
 

      

父
島
の
南
西
沖
に
あ
る
南
島
は
、
沈
水
カ
ル
ス
ト

地
形
と
植
物
が
織
り
成
す
美
し
い
景
色
と
カ
ツ
オ
ド

リ
な
ど
の
海
鳥
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
か
つ
て
い
た
ノ
ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
て
以
降
は
外

来
植
物
の
駆
除
や
在
来
植
生
の
回
復
、
海
鳥
の
卵
を

捕
食
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
０
 

眼
科
専
門
診
療

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施
 

ラ
イ
ブ
ド
リ
ア
ー
ド
２
０
２
０
 ｉ

ｎ
  

Ｏ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ａ
 

南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,247 等級 大人 小人

50,990 43,630 25,500 (+319) 4,540 2,270

(+1,490) (+1,280) (+750) 15,125 (+590) (+290)

36,830 29,470 18,420 (+297) 5,450 2,730

(+1,080) (+870) (+540) 13,913 (+710) (+360)

27,740 22,200 13,870 (+273) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+810) (+650) (+400) 1,628

24,350 19,480 12,180 (+32)

(+710) (+560) (+360) 1,212 9,208

等級 村民 村民小人 身障者 (+24) (+760)

41,790 20,900 25,500 8,633

(+1,220) (+610) (+750) (+713)

27,630 13,820 18,420 8,057

(+810) (+410) (+540) (+665)

20,810 10,410 13,870 922

(+610) (+310) (+400) (+76)

18,270 9,140 12,180 695

(+540) (+270) (+360) (+57)

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

5,000

4月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室



  NO．712   令和 2（2020）年 4 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-9- 

こ
の
よ
う
な
南
島
の
状
況
に
つ
い
て
、
実
際
の
作

業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
、「
南
島
外
来
植
物
除
去

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
４
月

29日
（
水
・
祝
）
 

午
前
８
時

30分
～
午
後
３
時
頃
 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台
 

【
募
集
人
数
】

20名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
除
草
作
業
（
２
時
間

程
度
）
と
生
き
物
観
察
 

※
作
業
用
の
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。
靴
を
必
ず
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

環
境
課
自
然
環
境
係
 
 ２

―
２
２
７
０
 

   

狂
犬
病
予
防
注
射
の
定
期
集
合
接
種
を
毎
年
４
月

に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
今
月
は
延

期
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
狂
犬
病
は
現
在
、
日
本
で
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
周
辺
国
で
は
依
然
と
し
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
狂
犬
病
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め

に
は
、
犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
登
録

と
予
防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

実
施
日
が
決
ま
り
次
第
、
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
に

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
村
民
だ
よ
り
で
も
周
知
い

た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

環
境
課
自
然
環
境
係
 
 ２

―
２
２
７
０
 

  【
休
診
日
】
４
月
１
日
（
水
）
～

10日
（
金
）
 

※
診
療
は

13日
（
月
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。
 

※
同
室
は
野
生
動
物
を
扱
う
施
設
で
も
あ
る
た
め
、

緊
急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方

に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た

だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

※
ペ
ッ
ト
を
大
切
に
飼
う
機
会
と
し
て
、
同
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
診
療
内
容
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
的
な
治
療
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
内
地
の
か
か
り
つ
け
医
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

環
境
課
自
然
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務

局
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
―
２
２
７
０
 

    
千
尋
岩
指
定
ル
ー
ト
は
、
観
光
利
用
を
中
心
に
利

用
頻
度
の
高
い
ル
ー
ト
で
す
。
小
笠
原
諸
島
で
は
、

各
所
で
外
来
植
物
の
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ル
ー
ト
沿
い
に
も
オ
オ
バ
ナ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
や

ホ
ナ
ガ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
植
物
が
繁
茂
し

て
い
ま
す
。
 

 
村
民
の
皆
様
に
こ
れ
ら
外
来
植
物
の
除
去
作
業
を

通
じ
て
小
笠
原
ら
し
い
自
然
・
森
林
を
取
り
戻
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
森
林
の
修
復
事
業
等
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
４
月

18日
（
土
）
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ご
ろ
 

【
集
合
場
所
】
小
港
駐
車
場
（
小
笠
原
総
合
事
務
所

駐
車
場
か
ら
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。
) 

【
実
施
内
容
】
 

千
尋
岩
指
定
ル
ー
ト
周
辺
な
ど
（
外
来
草
本
の
抜

取
り
、
除
去
し
た
草
の
運
搬
・
搬
出
、
指
定
ル
ー
ト

の
解
説
・
散
策
な
ど
。）

 

【
募
集
人
員
】
先
着

20名
程
度
 

【
応
募
資
格
】
 

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方
（
山
域
で
の
屋
外

作
業
で
す
の
で
、
あ
る
程
度
の
体
力
が
必
要
で

す
。）

 

【
募
集
期
間
】
４
月
２
日
（
木
）
～

16日
（
木
）
 

※
平
日
の
み
 

【
そ
の
他
】
 
当
日
、
帽
子
、
作
業
用
手
袋
、
タ
オ

ル
、
お
弁
当
、
飲
料
等
は
、
各
自
ご
持
参
願
い
ま

す
。
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 ２

―
３
４
０
３
 

   

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ

い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
４
月

22日
（
水
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
４
月

28日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

※
母
島
会
場
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
変
更
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
お
申
込
み
さ
れ
た
方
々
に
個
別
に
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

―
３
４
０
３
 

  

４
月
の
開
館
日
：
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
 

～
出
港
日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
利
用
休
止
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 
 

「
く
じ
ら
展
～
小
笠
原
の
海
の
大
き
な
仲
間
た

ち
」
 
開
催
中
 

 
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
）、

マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
（
ハ
ク
ジ
ラ
）
の
違
い
、
大
き
さ
、
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
 

■
新
館
 
 

 
「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い

た
キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

狂
犬
病
予
防
集
合
接
種
の
延
期
の
お

知
ら
せ

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診

 

千
尋
岩
ル
ー
ト
外
来
種
除
去
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
 

。
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

227 

―
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
は
じ
ま
り
ま
し
た
―
 

 
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
繁
殖
の

た
め
、
小
笠
原
諸
島
に
続
々
と
到
着
し
て
い
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
漁
も
ス
タ
ー
ト
し
、
秋
ま
で
続
く
ウ
ミ
ガ

メ
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
的
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

 
小
笠
原
で
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
で
年
中
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

成
熟
し
た
大
き
な
個
体
に
出
会
え
る
時
期
は
意
外
と

限
ら
れ
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
り
ま

す
）。

小
笠
原
で
繁
殖
を
行
う
ウ
ミ
ガ
メ
の
多
く

は
、
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
以
外
は
本
州
の
太
平
洋
側
沿
岸

に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
わ

か
っ
て
お
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
繁
殖
シ
ー
ズ

ン
が
終
わ
る
と
ま
た
本
州
の
方
へ
戻
っ
て
い
き
ま

す
。
 

 
小
笠
原
で
産
ま
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
多
く
は
、

海
へ
入
る
と
潮
の
流
れ
に
乗
り
な
が
ら
北
へ
北
へ
と

向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
外
洋
で
一
生
懸
命
栄
養
を
取

り
、
甲
羅
の
長
さ
が

30セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
に

な
る
と
沿
岸
に
生
息
す
る
よ
う
に
な
り
、
食
べ
る
も

の
も
雑
食
性
か
ら
草
食
性
（
が
強
い
雑
食
性
）
に
変

化
し
ま
す
。
さ
ら
に
成
長
し
、
性
的
に
成
熟
す
る
と

小
笠
原
近
海
に
繁
殖
の
た
め
に
戻
っ
て
く
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
再
び
産
ま
れ
た
海
域
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
「
母
浜
回
帰
（
ぼ
ひ
ん
か
い
き
）」

と

い
い
ま
す
。
こ
の
母
浜
回
帰
が
ウ
ミ
ガ
メ
に
お
い
て

「
な
ぜ
・
ど
う
や
っ
て
」
起
こ
っ
て
い
る
か
は
、
未

だ
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
の
で
す
が
、
地
磁
気
や
景

色
・
匂
い
な
ど
様
々
な
情
報
を
使
っ
て
場
所
を
定
位

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
の
中
に
コ
ン

パ
ス
が
あ
る
な
ん
て
、
な
ん
だ
か
カ
ッ
コ
イ
イ
で
す

ね
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
産
卵
・
ふ
化
後
調
査
の

た
め
に
砂
を
掘
っ
た
り
、
場
所
を
計
測
し
た
り
し
て

い
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
姿
を
海
岸
で
見
か

け
る
こ
と
が
多
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
例
年
同

様
、
温
か
い
目
で
私
た
ち
の
活
動
を
見
守
っ
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。
今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
https://bonin-ocean.net 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
六
十
貝
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
マ
イ
マ
イ
」
 

 
私
の
大
学
で
は
卒
業
式
も
入
学
式
も
中
止
。
小
笠

原
関
係
の
検
討
会
も
全
て
中
止
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
せ
い
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
が
こ
の
非
常
時
に
、
こ
れ
ま
で
実
生
活
の

何
に
役
立
つ
の
か
不
明
と
言
わ
れ
て
き
た
研
究
成
果

が
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
欠
か
せ
ぬ
感
染
ル
ー
ト
解
明

の
た
め
、
今
や
大
活
躍
の
分
子
系
統
解
析
の
手
法
。

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
情
報
か
ら
、
生
物
の
進
化
の
履

歴
と
移
住
（
感
染
）
経
路
を
推
定
す
る
方
法
だ
。
意

外
に
も
こ
の
手
法
の
開
発
に
は
マ
イ
マ
イ
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
。
 

 
分
子
系
統
解
析
は
分
子
進
化
の
研
究
か
ら
生
ま
れ

た
手
法
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
基
盤
と
な
っ
た
の
が

一
九
六
八
年
に
木
村
資
生
博
士
が
提
唱
し
た
中
立
説

だ
。
そ
し
て
木
村
博
士
を
中
立
説
に
導
い
た
の
は
、

セ
ウ
ェ
ル
・
ラ
イ
ト
博
士
の
遺
伝
的
浮
動
の
理
論
。

実
は
こ
の
理
論
は
、
戦
前
に
行
わ
れ
た
ハ
ワ
イ
と
タ

ヒ
チ
の
マ
イ
マ
イ
の
研
究
成
果
を
基
に
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
 

 
一
方
、
木
村
博
士
の
師
で
あ
っ
た
駒
井
卓
博
士
の

代
表
的
な
研
究
が
、
オ
ナ
ジ
マ
イ
マ
イ
の
遺
伝
に
関

す
る
研
究
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
仕
事
だ
。
こ

れ
は
ラ
イ
ト
博
士
の
遺
伝
的
浮
動
の
理
論
を
実
証
し

た
古
典
的
研
究
で
も
あ
る
。
こ
の
研
究
に
協
力
し
た

の
が
江
村
重
雄
博
士
。
マ
イ
マ
イ
研
究
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
あ
っ
た
。
 

 
ち
な
み
に
江
村
博
士
は
戦
前
、
小
笠
原
を
訪
れ
て

カ
タ
マ
イ
マ
イ
を
採
集
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
験
室

で
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
飼
育
を
試
み
た
。
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
が
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
飼

育
に
関
す
る
最
初
の
記
録
で
あ
る
。
 

 
と
い
う
わ
け
で
、
マ
イ
マ
イ
無
く
し
て
分
子
系
統

解
析
無
し
、
マ
イ
マ
イ
無
く
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

封
じ
込
め
無
し
な
の
だ
。
新
型
肺
炎
対
策
の
重
要
さ

を
主
張
す
る
人
は
、
マ
イ
マ
イ
を
、
役
立
た
ず
、
な

ど
と
言
っ
て
馬
鹿
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
見
何
の

役
に
立
つ
の
か
わ
か
ら
ぬ
、
平
時
の
長
き
に
わ
た
る

地
道
で
小
さ
な
仕
事
の
積
み
重
ね
が
、
非
常
時
の
私

た
ち
を
救
う
の
で
あ
る
。
 

【
文
】
東
北
大
学
・
千
葉
聡
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 

         「
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
経
過

報
告
」
 

 

今
月
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
の
途
中
経
過
を
お
伝
え
し
ま
す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
で

は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
毎
年

12月
～
翌
年
５
月
に
か
け
て
、
毎
朝
ウ

ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら

30分
間
の
目

視
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
の
目
視
観
測
の
結

果
で
は
、
１
月
下
旬
ま
で
は
昨
シ
ー
ズ
ン
と
似
た
傾

向
で
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
２
月
に
発
見
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
際
に
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
を
大
き
く

上
回
る
値
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
に
差
し
掛
か
る
と

発
見
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
上
旬
は
昨

シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
時
並
み
で
あ
り
、
中
旬
の
時
点

で
も
昨
シ
ー
ズ
ン
の
同
時
期
よ
り
も
多
い
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
）。

 

           

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
ピ
ー
ク
も
過
ぎ
去
り
、
だ

ん
だ
ん
と
確
認
で
き
る
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
こ
の
春
か
ら
新
し
く
小
笠
原
に
移
住
さ
れ
た
皆

様
、
ぜ
ひ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

【
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お

願
い
】
 

ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
終
盤
に
差
し
掛
か

っ
て
お
り
ま
す
が
、
５
月
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
来
遊
時
期
と
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
で

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
り
、
村

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
改
め
て
次
に
掲
げ
る

自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。
 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。
 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

図．ウェザーステーションからの目視観測の結果 
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― 村民課福祉係 — 

— 第２４２号 ― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 
 2－3939 

クジラ：ストレス度チェックリストは 11 個のチェックがついて、ストレスが溜まっている 

状態なんだと知りました。確かに最近寝ても疲れが取れないなと思っていました。 

保健師：ストレスと上手に付き合うためには、自分に過剰なストレスがかかっていることに早く

気づくこと、そして自分に合うストレス対処法を見つけて実践することが大切です。  

クジラ：じゃあ、お休みの日にはコメディ映画でも見て思いっきり笑おうかな。 

保健師：良いですね。もし不調が、長く続いたり繰り返し起こる時などは、いつでも診療所や保

健師に相談してくださいね。 

新年度は入学や就職、異動など生活環境が変化する人が多い時期ですが、本人が気づかないうちに大きなストレスとな

り、様々な心身のトラブルの原因となっています。ストレスを克服するには、十分な休息・睡眠を取ることが基本で、

がんばり過ぎず「よい加減」で立ち向かうことが大切です。今月は、「こころの健康管理」の方法について特集します！ 

 

ストレスは、さまざまな出来事がきっかけとなって引

き起こされます。気づかないうちにストレスに対する

反応が出ていないかをチェックしてみましょう。次の

質問のうち、あてはまると思われる項目にチェックを

つけてみましょう。 

ストレス度チェックリスト 

ストレスとうまく付き合おう まずはストレスに気づこう！ 

1 □ よく風邪をひくし、風邪が治りにくい 

2 □ 手、足がつめたいことが多い 

3 □ 手のひらや、わきの下に汗をかくことが多い 

4 □ 急に息苦しくなることがある 

5 □ 動悸がすることがある 

6 □ 胸が痛くなることがある 

7 □ 頭がスッキリしない(頭が重い) 

8 □ 眼がよく疲れる 

9 □ 鼻づまりすることがある 

10 □ めまいを感じることがある 

11 □ 立ちくらみしそうになる 

12 □ 耳鳴りすることがある 

13 □ 口の中が荒れたり、ただれたりする事がよくある 

14 □ のどが痛くなることが多い 

15 □ 舌が白くなっていることがある 

16 □ 好きなものでも食べる気がしない 

17 □ いつも食べ物が胃にもたれるような気がする 

18 □ お腹が張ったり、痛んだり、下痢や便秘をすることが 

よくある 

19 □ 肩がこりやすい 

20 □ 背中や腰が痛くなることがある 

21 □ なかなか疲れが取れない 

22 □ この頃体重が減った 

23 □ 何かするとすぐに疲れる 

24 □ 気持ちよく起きられない事がよくある 

25 □ 仕事のやる気が起きない 

26 □ 寝つきが悪い 

27 □ 夢を見ることが多い 

28 □ 夜中に目が覚めた後、なかなか寝付けない 

29 □ 人と付き合うのがおっくうになってきた 

30 □ ちょっとしたことでも腹がたったり、イライラ 

しそうになることが多い 

 

 

0～5の人は：今のところ、ストレスがほとんどありません。健康の維持に努めましょう。 

6～12の人は：軽度のストレス状態で心にストレスが溜まってきている状態です。睡眠を多めに

とったり気分転換を図ったりすることで自分で回復可能な段階です。 

13～20 の人は：ストレスが大分溜まっている状態で、ご自分で不調を感じている方が多いかも

しれません。医師に相談してみることも必要でしょう。 

ポイント① リラクゼーション法を身につける  

ストレッチング 

筋肉をゆっくり伸ばすストレッチングは、筋肉の緊張をゆるめ、 

血行を促し、心身のリラックスに効果的です。 

①はずみをつけずにゆっくり伸ばす 

②呼吸は止めずに自然に行う 

③10～30秒間伸ばし続ける 

④痛みを感じるところまで伸ばさない(無理はしない) 

⑤伸ばしている部位に意識を向ける 

 
笑顔で行うと 

より効果的です 

ポイント② 笑いのすすめ ポイント③ 緊張を細切れにする 

笑いによって自律神経のバランスを

整えたり、ストレスを軽減する効果が 

あるといわれて 

います。日常生活 

に「笑い」を取り 

入れてみましょう。 

 

1 日の中で緊張が続いてい

るなと感じたら、トイレに立

って深呼吸する、軽く体操を

して小休止をとるなど、気分

転換を図りましょう。 

ポイント④ 気分転換できるような活動 

仕事を離れた趣味を持

つことは、日々 のストレ

スから目をそらし、楽し

い気分になるので、良い

気分転換となります。 

ポイント⑤ 周りに相談 

一人で抱え込まないということは非常

に重要です。話をすることで気持ちが

整理され自分で解決 

できたり、時にはよい 

アドバイスをもらえ 

たりします。 

 

チェックの数が 



小笠原村診療所歯科の休診（～2日） 入港日
地域振興に係る補助事業の募集（第１回） 乳幼児健診・歯科健診（父島）
父島保育園入園式/価格等縦覧帳の縦覧（～6/1） 申告所得税・贈与税・個人事業者の消費税の申告期限・納付期限

動物対処室の長期休診（～10日）
入港日 産科・婦人科専門診療（母島）

定期予防接種（母島）

千尋岩ルート外来種除去ボランティア募集（～16日）

千尋岩ルート外来種除去ボランティア

出港日

出港日 産科・婦人科専門診療（父島）（～21日）

日商簿記検定申込期間（～5月13日） 母島巡回労働相談

春の全国交通安全運動（～15日） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

小笠原小学校・中学校入学式 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

母島小中学校入学式

小笠原高等学校入学式

村民相談 入港日

母島保育園入園式 東京三弁護士会による法律相談（母島）

産科・婦人科専門診療（父島）（～24日）

入港日 電話による無料法律相談

定期予防接種（父島） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

母島交通安全講習会 ライブドリアード　２０２０　in Ogasawara

出港日

出港日 育児学級（親子ヨガ教室）父島

交通安全キャンペーン 東京都職員（海技）の募集締切

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

子どもの日の集い(母島)

南島外来植物除去ボランティア

行政相談所の開設 　　　　　　入出港日
小笠原ラム「無人酒」デザイン人気投票締切

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

1 水 16 木

2 木 17 金

3 金 18 土

4 土 19 日

5 日 20 月

6 月 21 火

7 火 22 水

8 水 23 木

9 木 24 金

10 金 25 土

11 土 26 日

12 日 27 月

13 月 28 火

14 火 29 水

15 水 30 木

昭和の日


